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【手続補正書】
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【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　対象動物が検知可能な波長範囲の光を供給する光源と、偏光子とを含む、動物を追い払
う装置であって、システムは、動物が追い払われるべき領域の全体にわたって偏光された
光を投射するように構成された装置。
【請求項２】
　前記偏光子が、前記投射される光の偏光を経時的に変化させるように構成された可変偏
光素子である、請求項１に記載の装置。
【請求項３】
　前記可変偏光素子が、回転する偏光フィルタである、請求項２に記載の装置。
【請求項４】
　前記フィルタが、平面偏光フィルタである、請求項３に記載の装置。
【請求項５】
　前記フィルタが、１～５００サイクル／分の範囲内の速度で回転する、請求項３または
４に記載の装置。
【請求項６】
　前記フィルタが、１～７５サイクル／分の範囲内の速度で回転する、請求項５に記載の
装置。
【請求項７】
　前記フィルタの回転の速度が、経時的に変化する、請求項３～６のいずれか一項に記載
の装置。
【請求項８】
　前記回転の速度が、ランダムに変化する、請求項７に記載の装置。
【請求項９】
　前記対象動物が鳥である、請求項１～８のいずれか一項に記載の装置。
【請求項１０】
　請求項１～９のいずれか一項に記載の装置を２つ以上含む動物追い払いシステム。
【請求項１１】
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　対象動物が検知可能な波長範囲の偏光された光を投射するステップを含む、動物を追い
払うための方法。
【請求項１２】
　前記投射される光の偏光を経時的に変化させるステップを含む、請求項１１に記載の方
法。
【請求項１３】
　回転する偏光フィルタを用いて、前記偏光を変化させるステップを含む、請求項１１ま
たは１２に記載の方法。
【請求項１４】
　前記フィルタが、平面偏光フィルタである、請求項１３に記載の方法。
【請求項１５】
　１～５００サイクル／分の範囲内の速度で、前記フィルタを回転させるステップを含む
、請求項１３または１４に記載の方法。
【請求項１６】
　１～７５サイクル／分の範囲内の速度で、前記フィルタを回転させるステップを含む、
請求項１５に記載の方法。
【請求項１７】
　前記フィルタの回転の速度を経時的に変化させるステップを含む、請求項１３～１６の
いずれか一項に記載の方法。
【請求項１８】
　前記回転の速度をランダムに変化させるステップを含む、請求項１７に記載の方法。
【請求項１９】
　前記対象動物が鳥である、請求項１１～１８のいずれか一項に記載の方法。
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